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芋　煮　会
敬風園

　敬風園では、保健所や嘱託医・関係機関と協議し、更なる対策強化として施設外部から感染症の病原体を持

ち込まないようにすること、及び感染拡大させないことを徹底することとしております。

　しかし、利用者様はご家族様等の面会を最も楽しみにしていることから、「新型インフルエンザ規制制限」の

一部を緩和し、面会を再会しております。それにあたって下記の事項を協力していただいております。

①ご家族様等はマスク持参の上、面会室・会議室等で個別にて面会していただきます。　

②手指洗い、うがい、マスク着用は引き続き継続していただきます。

③その他面会以外は、安全性が確保されるまで引き続き制限対応とさせていただきます。

④来園の際は、状況の変化もありますので事前に連絡してください。

　また、新聞報道にもあるように、幼・保育園児、小・中・高校生で学級閉鎖など低年齢発症者が増加しており

ます。このため、嘱託医とも相談し、幼・保育園児、小・中・高校生の面会はお断りし、安全を確保することと致し

ております。　

　以上のことを徹底して、引き続きのご理解、ご協力していただくことをお願いしております。

※当社協各事業所においても、予防対策強化に努めております。

　10月16日（金）園庭にて、芋煮会を実施しました。

　利用者様と職員とのゲームやカラオケも用意し、

童心に返って楽しみました。

　外でみんなと食べる豚汁。里芋・しめじ・こんにゃ

く・人参・大根・とうふ・味を引き立たせる、ごぼう・

葱、そして、極めつけは、豚肉。味を調えるのは手作

り味噌でした。

　「外で食べるのは、最高！」と言って、おかわりする

方々もおりました。

鹿島台平渡字上敷19-7 ☎56-9400特別養護老人ホーム 敬風園お問い
合わせ

新型インフルエンザの更なる対応

STOP新型インフルエンザ

情 報告・お知らせコーナーか わ ら 版報
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福祉シネ
マ情報 太宰のサニーサイドが、生誕100年、宮城県を舞台に青春映画として甦る。

－パンドラの匣－その意味するところは希望であった

上映のご案内（上映時間94分）

前売券（県内共通鑑賞券）
【前売券】1,000円
【当日券】大人・学生1,500円、高校1,200円
　　　　　中学・シニア1,000円、子人800円12月12日㈯～18日㈮ シネマ・リオーネ古川

太宰治生誕100年記念映画

古川支所☎23-7400・松山支所☎55-4546・三本木支所☎52-2929・鹿島台支所☎56-9413
岩出山支所☎72-5050・鳴子支所☎83-2870・田尻支所☎39-1236お問い合わせ／前売券取扱所

赤い羽根募金（共同募金）は、
１９４７（昭和２２年）に始まり、
６２年の歴史と実績のある
全国的な募金運動です。

『赤い羽根』には、
善い行い・勇気の印
といった意味があります。

　皆様のご理解、ご協力に支えられ、共同募金運動は今年で63年目を迎えます。
あらためて、皆様のご支援に心より御礼申し上げます。
　近年、各地では地震・風水害など災害が多発し、また、子どもたちが被害に遭う
痛ましい事件が多発するなど、｢防災・防犯・治安｣といった問題が浮き彫りに
なっています。
共同募金会では、｢安心・安全なまちづくり支援｣を重点テーマに設定し、地域で
多様な課題に取り組むさまざまな福祉活動を応援していきます。
　誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるために、今年も赤い羽根共同募金
運動へ、大崎市の皆様のあたたかいご支援、ご協力をお願い申し上げます。

　昔、アメリカやイギリスでは、赤い羽根
は善い行い・勇気の印とされていました。
　赤い羽根共同募金運動は、戦後の
混乱の中、共に助け合って生きていこう
という精神のもとに生まれました。
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